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研究要旨 

従来の疼痛性疾患に対するアプローチは侵害受容性疼痛、狭義の神経障害性疼痛、および疼

痛障害の概念による個別的治療が主体であったがより包括的な概念によるアプローチにより疼

痛性疾患における個人的および社会的損失を低減させ得ると考える。 

ＮＲＳ， ＰＤＡＳ、ＨＡＤＳ，ＰＣＳ ＥＱ－５Ｄを用いた評価から慢性疼痛症例に対して

multidisciplinaryな診療、認知行動療法的治療の有用性が示唆された。この結果に基づいた

包括的疼痛治療システム開発へと発展させたい。 

 

Ａ．研究目的 

疼痛診療におけるmultidisciplinaryな診

療概念、診療体系の構築を模索する。 

新たな概念による治療効果を検討する。 

 

Ｂ．研究方法 

multidisciplinaryな診療を試みた慢性疼

痛症例に対しＮＲＳ， ＰＤＡＳ、ＨＡＤＳ，

ＰＣＳ ＥＱ－５Ｄを疼痛評価として用い治

療前後で比較を行う。 

（倫理面への配慮） 

対象に対してmultidisciplinaryな診療に

おける概念概要、実際の治療・評価に関して

十分な説明を行い、同意を得る。 

 

Ｃ．研究結果 

初診時および６か月時点においてＮＲＳ：

５．３－４．２， ＰＤＡＳ：２３．４－１

９．１、ＨＡＤＳ：８．１－７．４、８．１ 

 

－７．１，ＰＣＳ：３３．２－２７．４ Ｅ

Ｑ－５Ｄ：０．５７－０．６５と改善が得ら

れていた。 

 

Ｄ．考察 

ＮＲＳ， ＰＤＡＳ、ＨＡＤＳ，ＰＣＳ Ｅ

Ｑ－５Ｄを用いた評価から慢性疼痛症例に対

してmultidisciplinaryな診療の有用性が示

唆された。 

これらの結果に基づき疼痛カンファレンス

の実効化を行った。運動療法を中心とした認

知行動療法および運動療法そのものによる鎮

痛効果に関し研究を継続する。 

 

Ｅ．結論 

ＮＲＳ， ＰＤＡＳ、ＨＡＤＳ，ＰＣＳ Ｅ

Ｑ－５Ｄを用いた評価から慢性疼痛症例に対

してmultidisciplinaryな診療の有用性が示

唆された。ＮＲＳ， ＰＤＡＳ、ＨＡＤＳ，



ＰＣＳ ＥＱ－５Ｄを用いた評価から慢性疼

痛症例に対してmultidisciplinaryな診療の

有用性が示唆された。 

 

Ｆ．健康危険情報 

総括研究報告書にまとめて記載。 
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